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Ⅰ．理念・ビジョン
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１．2026ビジョン 4

備北森林組合

2026ビジョン

伐採

保育 植栽

デジタル技術活⽤

「⼈を育てる⼈」

技術員と職員の連携
ITへの積極投資

循環型業務サイクル
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１．2026ビジョン

１．「⼈を育てる⼈」が活躍できる組織⾵⼟を築き上げ、
⼈の集まる組合を⽬指します。

２．技術員と職員がうまく連携することで、
現場品質とチーム⽣産性を⾼める仕事をします。

３．素材⽣産⽐率を⾼める善循環の業務サイクルを確⽴し、
組合員の幸福と循環型社会に貢献します。

４．善循環サイクルを回すため、デジタル技術を⽤いて
組合員へ中⻑期視点での適切な提案をします。

５．将来必要な資源（⼈・組織・設備・IT）に積極投資し、
全員が働きやすい職場づくりを⽬指します。

備北森林組合では、2026ビジョンとして、以下の５つを掲げ、取り組みを進めます。
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２．経営理念の咀嚼
 理念 咀嚼（⾏動⾔語への置き換え）

1
森林組合は、地域の森林を共同の⼒で
育て・守り・適切な森林管理を⾏うため
の要となる組織である

①誇りの持てる仕事をする
②森林経営計画をくむなどして適切な管理の時期を考える
③情報誌及びＨＰを活⽤し、内容を考え⾊々な事を発信する
④森林の状態に応じた適切な施業を提案する

2
森林所有者が安⼼して森林管理を託
すことができる森林のプロ集団でなけれ
ばならない

①森林所有者とのコミュニケーション
②的確な施業提案ができる
③⼭林の現状を把握し、その⼭林にあった施業を⾏う
④組合員さんが相談に来られたら出来るだけ丁寧に対応する
⑤森林所有者のニーズに応えて、それぞれ適した助成⾦等を利⽤して豊かな森林を管理していく
⑥知識をつける
⑦保育事業に関しての知識・技術の向上
⑧森林所有者に喜んでもらえる作業をする

3

森林所有者のため、⽊材利⽤者のため、
地域のため、そして環境のために森林整
備を通じて、たくさんの命が育まれる美し
い森林を育て、組合員に対する奉仕と
地域に対する貢献をすることである

①⽣物多様性を重んじる
②良い苗⽊を仕⼊れて植え、適切な⼿⼊れをし、少しでも⾼く売り⼭主（組合員）に還元する
③⼈⼯林の放置林を⾒れば所有者を探して⼿⼊れの話をする
④景観整備を進める
⑤それぞれの現場に応じた作業を丁寧に⾏う

4
私たちは、常に切磋琢磨し厳しく挑戦を
続ける。そして美しい森林・豊かな森林
を⽀える技術を次世代に受け継いでいく
ために

①⾏政とのコミュニケーション。情報交換
②森林施業に対し向上⼼を持ち続ける
③⼈材確保に努めて育てようとしている
④新しい技術・機械等の導⼊
⑤森林に関わる情報の交換・発信をする。資格の取得
⑥伐採跡地への植え付けに取り組む
⑦より良い森林を将来に残していくため、知識を増やす。
   技術者とも施業の⽅法をミーティングしながら、豊かな森林を育てていく。
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３．⽬指すべき業務サイクル

提案 計画 伐採 植え付け 保育

施業履歴
情報DB

GIS

ターゲット選定

営業・関係構築

分析

長期計画

備北 備北

備
北

協⼒
会社

全体管理

備北

備北 協⼒
会社備北 協⼒

会社備北

⼟⽊
協⼒
会社備北

最新機械

増員

組合ブランド
信頼・安⼼感

強化
強化

最新機械

育成

組合員様の森林の中から、収⼊に繋げられる皆伐地・収⼊間伐を探し、提案して⾏きます。
その為に、施業履歴情報GISを活⽤します。
⼈⼯林の皆伐地は、資源の循環を⽬指すために再造林などを組合員様に提案してまいります。
労務については、組合と協⼒事業体でJVを組んで取組んでいきます。
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Ⅱ．戦略
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１．組織戦略
（１）組織ビジョン

9

森林所有者に安⼼して森林管理を託して頂くためには、
現場技術員・職員⼀⼈ひとりが森林のプロ集団でなければなりません。
ただし、プロ集団というのは、個の集団を⽰すものではありません。
森林所有者の安⼼・満⾜とその先の組合の成⻑・発展に向けて今こそ現場技術員と職員が
⼀丸となり、個から組織に⽣まれ変わる必要があります。
そのためにも現場技術員・職員が安⼼して気持ちよく働ける職場づくりをしていきます。

組織ビジョン

n 組織ビジョンとは 組合理念を実現するために組織がどうあるべきか︖を明⽂化したもの
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２．⼈事戦略
（２）「求める⼈材像」「⼈事ポリシー」

10

①関わるすべての⼈の役に⽴ちたいという思いを持ち、誠実に仕事に取り組むことができる⼈
②協調性を持ってグループ作業を段取りよく進めることができる⼈
③現状に満⾜せず、向上⼼をもって環境変化に対応できる⼈

求める⼈材像

制度の⽅針︓公正・公平な評価基準を設ける事により、現場技術員・職員・組合が⾼い⽬標を
        持ち、共に成⻑できる関係の構築を⽬指します
教育・育成の⽅針︓⼈が育つ仕組みを構築し、⾃ら考え⾏動する⾵⼟を⽬指します
評価・処遇の⽅針︓⽣産性が⾼く、スキルや貢献意欲がある⼈が評価され、
                         報われる運⽤を⽬指します

⼈事ポリシー
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３．DX戦略
11

「⽬指すべき業務サイクル」を回すために、ITへの投資を積極的に⾏う

基本⽅針

１．デジタル技術の導⼊により、⽣産性向上を実現し、事業の競争優位性を⾼める
２．やりがいや付加価値の⾼い仕事に⼈が専念できる環境を整える
３．結果として、⼈の定着や採⽤⼒の向上につなげる

期待成果


